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「GLP-1 受容体作動薬および GIP／GLP-1 受容体作動薬の適正使用について」の 

再周知について 

 

 平素より本会会務に格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。  
標記につきましては、令和８年６月 18 日付け８福薬発第 76 号にてお知らせ

したところですが、日本薬剤師会より別添のとおり再周知の依頼がありました

のでお知らせいたします。 

GLP-1 受容体作動薬および GIP/GLP-1 受容体作動薬については、美容や痩身を

目的とした適応外使用が確認されており、今般、日本肥満学会より「安全な減

量に関するステートメント―インクレチン関連薬を用いた減量によるケトーシ

ス関連事象の注意喚起―」が発出されました。また、適応外使用において、因

果関係は不明であるものの、ケトーシス関連事象に係る副作用が報告されてい

ること等を踏まえ、改めて適正使用の徹底が求められています。 

本剤の承認された効能・効果や用法・用量の範囲ではない適応外での使用に

よる安全性および有効性は確認されておらず、思わぬ有害事象による健康被害

につながるおそれがあります。 

貴会におかれましては、適応外使用による健康被害のリスクを十分に認識す

るとともに、適応外使用を含め、適正使用がなされていない場合には、医薬品

副作用被害救済制度の対象とならないことがある点についても周知・啓発をお

願いいたします。薬局における適正使用の徹底および健康被害のリスクについ

て、改めて貴会会員へご周知くださいますようよろしくお願い申し上げます。 
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「ＧＬＰ-１受容体作動薬及びＧＩＰ/ＧＬＰ-１受容体作動薬の 

適正使用について」の再周知について 

 

 

平素より、本会会務に格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

標記につきまして、厚生労働省医薬局医薬安全対策課長ほかより都道府県衛

生主幹部（局）長ほかに宛て、別添のとおり通知がされましたのでお知らせい

たします。 

ＧＬＰ-１受容体作動薬及びＧＩＰ/ＧＬＰ-１受容体作動薬については、一部

の医療機関等において、２型糖尿病及び肥満症の治療目的以外の美容や痩身を

目的に使用されている実態があることから、本剤の適正使用について、令和８

年６月16日付け日薬情発第50号にてお知らせしたところです。 

今般、日本肥満学会より「安全な減量に関するステートメント―インクレチ

ン関連薬を用いた減量によるケトーシス関連事象の注意喚起―」が発出されま

した。また、ＧＬＰ－１受容体作動薬等については、因果関係は不明であるも

のの、製造販売承認された効能・効果以外の目的で使用された場合に、ケトー

シス関連事象に係る副作用が報告されていること等を踏まえ、改めて本剤の適

正使用に関する注意喚起が出されました。 

本剤の承認された効能・効果や用法・用量の範囲ではない適応外での使用に

よる安全性及び有効性は確認されておらず、思わぬ有害事象による健康被害に

つながるおそれがあります。 

貴会におかれましては、患者の医療安全を確保する観点から、本剤の適応外

使用による健康被害のリスクを十分に認識するとともに、適応外使用を含め、

適正使用がなされていない場合には、医薬品副作用被害救済制度の対象となら

ないことがある点についても周知・啓発をお願いいたします。薬局における適

正使用のための対応が引き続き徹底されるよう、改めて貴会会員へご周知いた

だきますようお願い申し上げます。 
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厚生労働省医政局医事課長 
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（ 公 印 省 略 ） 

厚生労働省医薬局医薬安全対策課長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

 

「ＧＬＰ-１受容体作動薬及びＧＩＰ/ＧＬＰ-１受容体作動薬の適正使用について」 

の再周知について 

 

２型糖尿病治療薬や肥満症治療薬として製造販売承認されているＧＬＰ-１受容体作動薬

及びＧＩＰ/ＧＬＰ-１受容体作動薬（以下「ＧＬＰ-１受容体作動薬等」という。）の適正使

用については、別添１の「ＧＬＰ-１受容体作動薬及びＧＩＰ/ＧＬＰ-１受容体作動薬の適

正使用について」（令和８年６月 16日付け医薬安発 0616第 16号医政総発 0616第１号医政

産情企発 0616 第１号厚生労働省医薬局医薬安全対策課長・厚生労働省医政局総務課長・厚

生労働省医政局医薬産業振興・医療情報企画課長連名通知。以下「通知」という。）におい

て、その適正使用や広告の禁止事項等について周知をしたところです。 

今般、令和８年 10 月３日付で、一般社団法人日本肥満学会より、別添２のとおり「安全

な減量に関するステートメント―インクレチン関連薬を用いた減量によるケトーシス関連

事象の注意喚起―」が周知されました。また、ＧＬＰ－１受容体作動薬等については、これ

らの薬剤との因果関係は不明であるものの、製造販売承認された効能・効果（「２型糖尿病」、

「肥満症」等の治療目的）以外の美容や痩身を目的に使用された場合においてケトーシス関

連事象に係る副作用報告を受けているところです。これらを踏まえ改めて、通知及び日本肥

満学会のステートメントの趣旨を御了知の上、貴管内の医療機関等への周知をお願いいたし

ます。 


















